
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「平成 19 年（2007 年）新潟県中越沖地震」について（第３報） 

７月 16 日 10 時 13 分ころ、新潟県上中越沖の深さ約 17km を震源とするマグニチュード

（Ｍ）6.8（暫定値）の地震が発生しました。この地震により、新潟県の長岡市、柏崎市、

刈羽村と長野県の飯綱町で震度６強を、新潟県の上越市、小千谷市と出雲崎町で震度６弱

を観測したほか、北陸地方を中心に東北地方から近畿・中国地方にかけて震度５強～１を

観測しました。また、15 時 37 分ころマグニチュード 5.6（速報値）の余震が発生し、長

岡市、出雲崎町で震度 6弱を観測しました。 

総務庁消防庁（７月 16 日 14 時 45 分現在）によると、今回の地震により、死者２名、

負傷者 33 名などの被害が確認されています。 

  地震活動は現在のところ、本震－余震型で推移しています。１５時００分現在、震度

１以上を観測した余震は 43回です（最大震度別地震回数表参照）。 

なお、新潟県の調査によると、10時 13分の地震により、新潟県柏崎市中央町（新潟県

の震度観測点）で震度６強が観測されていました。 

気象庁は、この地震により震度６強が観測された地域を中心に、被害及び地震動の調査

のため、気象庁本庁、新潟地方気象台および長野地方気象台より地震機動観測班を派遣し

ています。 

今後 1週間程度は、震度５強ところによって震度６弱を観測する余震が発生する恐れが

あります。揺れの強かった地域では、これまでの降雨や余震活動により、土砂崩れや家屋

の倒壊などの危険性が通常より高くなっているおそれがありますので、十分注意してくだ

さい。 

 

本件に関する問い合わせ先：地震火山部地震津波監視課 03-3212‐8341（内線 4542） 
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気象庁作成 

 

平成 19 年（2007 年）新潟県中越沖地震（余震活動の状況） 

今回の地震
（最大震度６強） 

丸の大きさはマグニチュードの大きさを表す。 

横軸は時間、縦軸はマグニチュード。縦棒のついた

丸は地震発生時刻とマグニチュードの大きさを表す。

震央分布図 

（2007 年７月 16 日 10 時～15 時、深さ 40km 以浅、M2.0 以上） 

上図の四角形領域内の地震活動経過図 上図の四角形領域内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ＢＡ

（一部未処理期間あり） 

今回の地震 
（最大震度６強） 




